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量及び飛行前の筋力を調整した解析において、タンパク質の摂取は、着陸 5 日後の 60°での求心性膝
関節伸展運動（β= 51.66 および p <0.05）、30°での求心性足関節底屈運動（β= 32.86 および p <0.05）
および 30°での遠心性足関節底屈運動（β= 79.85 および p <0.05）に対して有意な筋力維持効果を認
めた。また、運動効果を考慮した場合でも有意な維持効果を認めた（β= 51.35 および p <0.05; β= 32.79





値低下群：-2.7kg（p <0.05）; 遠心性筋力測定値低下群：-1.7 kg（p <0.05））。さらに、体格指数レベ
ルごとに宇宙飛行中のタンパク質摂取が飛行後の筋力に及ぼす影響を調べた結果、過体重者群のみで、
足関節底屈筋力におけるタンパク質摂取の有意な効果を認めた（求心性筋力測定時：β= 29.3 および p 




















令和 2年 2月 4日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
